
様式第3号(第9条関係) 

会議結果 

 次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。 

附 属 機 関 等 の 名 称  みよし市こどもの権利擁護委員会 

開 催 日 時 
令和８(2026)年３月９日（月） 

午後１時３０分から午後２時４５分まで 

開 催 場 所 みよし市役所２階 ２０２会議室 

出 席 者 

 【委員】 

永谷委員、星委員、村上委員 

 

 【事務局】 

加藤こども未来部長、大城こども政策課長、岡田こども政

策課副主幹 

次 回 開 催 予 定 日  未定 

問 合 せ 先 

 こども未来部こども政策課 岡田、岩川 

 電 話 0561-32-8034（直通） 

 メール kodomo@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

下欄に掲載するもの 
・議事録全文 

・議事録要約 
要約した理由   

審 議 経 過 

●大城課長：ただいまより令和７年度第２回みよし市こどもの

権利擁護委員会を開催いたします。 

会議に先立ちまして、礼の交換を行います。 

ご起立ください。一同礼。よろしくお願いします。 

ご着席ください。 

始めに、こども未来部長の加藤よりご挨拶をさせていただきま

す。 

●加藤部長：こんにちは。日頃からみよし市のこどもたちの

ためにご尽力いただいてありがとうございます。7年度立ち上

げたばかりで、あまり案件もなかったので、積極的に先生た

ちにご出席してもらうというところではなかったですが、今

本当にみよしの状況が目まぐるしく変わってきていて、国の

方針から立ち上げた後、盗撮事案が2件連続で発生して、全国

的に珍しい学校内にカメラの設置ということで、市長が判断

して、今その運用についてのところをどうしようかというと

ころで、教育委員会の方も一生懸命やらせていただいており

ます。これもまた、全国で初めての案件というところもある

ので、運用どうしようかというところはすごく難しい。全国

的にもいろんなところから注目されている。そういったとこ

ろもありまして、教育委員会もすごく悩んでいるというとこ

ろでございますので、また後でいろいろご紹介をさせていた

だきますけれど、基本的にはいじめとか、そういったところ

の直接的な保護者からの対応には今回のカメラは使用しない



というようなことで進めさせていただこうと思っています。 

そうは言っても、保護者の方から何かあったときは、カメラの

確認を、というようなお話があるだろうということが想定され

ていて、個人的な意見としては、そういったところについて、

直接ご請求いただいて、見てもらう。見てもらうとやっぱりい

ろんな個人情報の問題があるので、難しい部分がありますけ

ど、そこでこの権利擁護委員会を使っていただいて、先生たち

に見ていただくということ、当然いじめとか虐待とかあったと

いうようなところは、この委員会のターゲットでいろいろお話

を聞いていただく必要があるというふうに思っていますので、

それも含めて、ご判断をここにしていただこうというようなと

ころも考えています。そうなってくると、先生たちもご出席い

ただいたりで、ご迷惑がかかるところかもしれません。そんな

ところでこどもの権利を守る、こどもたちを守っていこうとす

ると、直接的な保護者とのやりとりという形だと、なかなかい

ろんな障壁があるので、間に入れさせていただけると市の方と

しても、納得がいくというものになりますし、保護者の方から

も納得いくような形になるんじゃないかなと思っております

ので、そういう案件があったときは、いろいろとご協力をお願

いしたいと思います。 

当然今後あって欲しくないですけど、盗撮事案というのが

あったので、こどもたちも当初夏休み明けがすごく精神面で

心配されて、教員の方もすごく精神面がいろいろ揺れ動いて

いるというようなところがあって、ちょっと小・中学校いろ

いろ不安定だったというところもあるんですけど、長い期

間、教育委員会も、そして校長先生たち幹部職員の先生たち

も、いろいろ手を施していただいて、今安心してこどもたち

が通えているというような状況になっています。これを継続

していきたいなと思います。ちょっとまだこどもたちに伝

わっていない部分ではあるかもしれませんけど、今のところ

そんなに大きな訴えがあるというわけではないので、それも

引き続きそうあって欲しいですけど、そうは言っても今時代

なので、いろんなところからの情報で、こどもたち、保護者

の方から訴えがあるかなとは思っておりますので、またそう

いうことになったときは、ご協力をお願いしたいなと思いま

すので、よろしくお願いします。 

●大城課長：本日の会議は公開といたします。 

なお傍聴の方はお見えになっておりませんので、そのまま進め

させていただきます。 

本日の出席委員は現在３名で、みよし市こどもの権利条例施行

規則第13条第2項の規定により、半数以上の出席がありますの

で、成立していることを報告いたします。 

それでは次第に沿って事務局より説明させていただきます。 

こどもの権利に係る取り組み状況の報告と今後の取り組みに

ついて説明をお願いします。 

●岡田副主幹：こども政策課の岡田です。よろしくお願いしま

す。座って説明させていただきます。 

次第2のこどもの権利に係る取組状況の報告と今後の取組につ

いて、（1）令和7年度事業報告について説明します。 



初めに、周知啓発について。 

7月の条例施行後、広報8月号やホームページで条例の施行につ

いて掲載しました。また教員向けに作成した資料に音声をつけ

て動画配信による教員研修を行いました。空き時間に見てもら

えるように、15分程度の動画を配信したところ、多くの先生に

見ていただいて、受講後のアンケート結果を見ると、理解が深

まったという意見がとても多かったです。 

次に、こどもの権利推進事業としては、こども会議を開催しま

した。当初8月4日と7日の2回の予定で募集をして、小中高合わ

せて22名の参加がありました。こども会議2回終了後、市長へ

直接意見を伝えたいというこどもたちの意見が多かったので、

急遽10月25日に追加で開催して、10月27日に市長、教育長への

報告会という形でまた開催をしました。さらに今月の3月25日

にも開催を予定しており、来年度のこども会議に向けて、こど

もの意見を聴取する予定です。 

続いて相談・申立の状況についてですが、7月の条例施行以降、

現時点まで申し立てはありません。 

権利擁護委員会の窓口であるこども政策課で受けた相談も、特

にありません。 

本日は資料で参考までに教育委員会の学びの森というところ

があるんですけど、そちらの方で受けた相談状況を共有しても

らっていますので、資料別紙1をご覧ください。 

これはスクールソーシャルワーカーと心理士による相談の実

績ですが、学びの森はふれあい教室という不登校の子が通う教

室があるため、こちらでの相談は不登校やこどもの発達に関す

る相談が多いです。ただいじめや虐待の件数もいくつか挙がっ

ています。それらについても重大案件に至っているようなもの

はないと聞いています。 

（2）令和8年度の事業計画について説明します。 

令和8年度も、ホームページ等での周知は引き続き行っていき

ます。令和8年度新たな事業として、教員と保護者向けの講演

会を開催します。こちらですが教育委員会で毎年行っている教

育講演会と合同で行うもので、10月28日の午後、カネヨシプレ

イスで開催します。 

この講演会の講師を永谷先生に先日お願いをしまして、ご承諾

をいただいております。 

先生どうぞよろしくお願いします。 

永谷先生には、こどもの権利擁護委員として、こどもの権利に

ついて弁護士のご経験からの知見をお話しいただきたいと

思っています。 

また8年度は学校の方に出向いて出前授業を計画しています。

まずは小学校または中学校で1校、行う予定でいます。5月の校

長会で依頼をして、授業は12月の人権週間に行う予定をしてい

ます。 

令和9年度以降、学校数を増やして開催し、令和10年度までに

は全校12校、開催する予定で計画しています。 

また来年度のこども会議については今年度よりも回数を増や

して、12回ぐらいを予定しています。 

今年度のこども会議で出た意見を取り入れて、意見の出やすい



環境や幅広い層のこどもから意見を聴取できる形で行う予定

でいます。 

説明は以上です。 

●大城課長：今の説明について何かご意見、ご質問ありますで

しょうか。 

●永谷委員：こども会議を今年すでに4回実施されたわけです

が、お子さんからの意見表明権を保障するための会議ですね。

いろんなご意見があると思うんですけど、どんな意見があるん

ですか。 

●大城課長：いろいろお子さんによって興味のあることが違う

ので、10月の25、27日に市長と教育長に向けて発表することに

関しては、広島に平和学習として派遣したり、そういう平和学

習の機会をふやして欲しいとか、あとはSNSの使い方、そういっ

たことをもうちょっと周知して欲しいというような意見が

あったので、そちらをメインに発表したんですけど、それ以外

にも、公園をこんなふうにして欲しいとか、その子その子で興

味あることをテーマに挙げていることが多かったです。 

●永谷委員：こども会議に参加するお子さんというのは、みん

な自分で来たいと言って来ているのですか。 

●大城課長：そうですね。小学校の5年生から高校３年生まで

で、きずなメールといって、保護者の方だったり、児童生徒の

方に直接、メールで案内ができて自分もそれで申し込みができ

たりとか、そういうのがあるので、学校に何人ずつお願いしま

すということはやってなくて、自分から出たいといったお子さ

んに来てもらって、開催したというような形です。 

●永谷委員：何かこども会議にどういう意見が出ましたとかど

んな内容でしたというのはホームページとか見ると掲載され

ていますか。 

●大城課長：そうですね。一応ホームページの方に報告書が、

掲載してあります。 

●永谷委員：わかりました。ありがとうございます。 

●大城課長：他に何かありますか。 

●星委員：別紙１の心理士の方の令和6年と7年を比較すると例

えば、家庭生活、発達関係は大分件数が減っているが、何かこ

れ理由とか原因があるんですか。減ることがいいことなのかわ

からないですけど。 

●岡田副主幹：この数え方が延べ人数になっていて、1人の方

が、例えば学びの森にお子さんを送ってきたついでに、先生に

ちょっと話を聞いてもらうとか、そんな感じで相談を受けてい

ることもあるみたいで、毎日来ていれば毎日相談を受けて、み

たいな、そんな方もいると聞いている。それ以上詳細のことは

わからないです。 

●星委員：大丈夫です。すごく減っていて、いいことだったら

いいなと思いました。確かに家庭生活でもいろいろ困ったこと

が、貧困とかそういったことが、減っていればいいなあと思っ

たので。ありがとうございます。 

●加藤部長：一度担当部局の方に、どういう見解か聞いてまた

展開したいと思います。 

●永谷委員：延べというのは、例えば不登校の相談でかつ発達



障害の相談みたいな、そういうのが１，１ということですか。

それかどちらかに割り振るのですか。増減が結構激しいので、

どういうカウントの仕方しているんだろうというのはちょっ

と思いますよね。 

●岡田副主幹：併せて確認しておきます。 

●永谷委員：専門相談員さんという書き方がしてあるんですけ

ど、いわゆるスクールカウンセラーのこと？スクールカウンセ

ラーという制度はないんですか。 

●大城課長：あります。 

●永谷委員：あるんですか。スクールカウンセラーさんとはま

た別？ 

●岡田副主幹：スクールカウンセラーは各学校には配置してい

るんですけど、この学びの森という施設には、スクールソー

シャルワーカーと専門相談員がいて、スクールソーシャルワー

カーというのは先生のOBだったり、そういった知識のある方が

配置されていて、専門相談員の方は心理士の方が、相談を受け

ていると聞いています。 

●永谷委員：学校にいる心理士はスクールカウンセラーで、学

びの森にいる心理士が専門相談員、そういう違いですか。 

●岡田副主幹：そうです。 

●大城課長：他に何かありますでしょうか。 

●永谷委員：学びの森というところには不登校の子たちが来る

ことが多い？ 

●大城課長：そういう子が通えるような場所になっている。 

●永谷委員：学校には通えないけど、学びの森だったら通える

子たちが通うわけですね。 

●大城課長：そういうことです。 

●永谷委員：だから不登校の相談が多いということなんでしょ

うかね。今どれぐらいの子が学びの森に来ているんですか。 

●大城課長：把握していないのでそちらも併せて確認します 

●星委員：これは教育委員会の中でも学びの森に関する質問と

いうことで、教育委員会の他に権利とかに関することで、相談

とかはない？ 

●岡田副主幹：教育委員会の窓口でということですね。 

●星委員：はい。こども政策課へは何もなかったということで

すね、教育委員会にはこの学びの森への相談以外で、その権利

とかに関することではなかったんですか。 

●岡田副主幹：それはなかったと聞いています。 

●大城課長：続きまして、3のその他について、また事務局か

ら説明をしますので、よろしくお願いします。 

●岡田副主幹：その他のみよし市内中学校における盗撮等事案

に係る再発防止策について説明します。次第と一緒についてい

る資料の一番後の1枚をご覧ください。 

令和7年7月に市内中学校で2件の盗撮等事案が発生しました。

それを受けてプロジェクトチームを設置し、12月24日にはプロ

ジェクトチームから市長へ、報告書が提出されました。報告書

は本日の資料として机上に配付させていただいていますが、そ

の報告書に示された再発防止策の取り組みが着実に実行され

るよう、取り組み状況の共有を教育委員会に依頼するというも



のです。内部だけだとどうしてもアンケートやチェックが形骸

化してしまったり、実効性が不明瞭だったりすることが考えら

れるため、教育委員会外部でも情報を共有しながら再発防止に

取り組んでいきます。今後、こちらの文書に掲げてある各項目

について、報告や提出されたものをまたこちらの権利擁護委員

会の方でも共有させていただいて、その都度、委員の方からご

意見をいただいて、またそれを教育委員会の方に提言という形

でしていけたらと考えています。 

再発防止策の中にある防犯カメラの設置について情報共有さ

せていただきます。カメラの設置工事がもう済んでいて、学校

の方には設置されていて、4月からの運用開始という状況です。 

その運用については現在運用案がまとまって、本日配布させて

いただいたものが概要になるんですけど、今まだ教育委員会の

中で決裁中ということなので、それが決定次第、こちらの方に

情報共有をしてもらう、という形になっています。 

説明は以上です。 

●大城課長：今の説明についてまたご意見、ご質問ありました

ら、よろしくお願いします。 

●永谷委員：カメラを１９４台設置して、校長室に録画をする

装置自体は置くんですね。 

●大城課長：そうですね。 

●永谷委員：ただ、誰も見ないんですか。これは基本的には見

ないという設定なんですか。 

●大城課長：ずっと映されているということがプライバシーの

侵害だということを受け、何かがあってみたいとなったときに

見るから、日常的には誰かが監視しているものじゃないよって

いうものです。 

●永谷委員：警備員が監視しているとかそういうわけではない

ですね。 

●大城課長：はい。 

●永谷委員：警察だとか、例えば保護者から申し出があって、

何月何日の何時ここの場所のカメラをちょっと、確認したいで

すと、いう問い合わせがあったら、その時に初めて見る。 

●大城課長：そこが警察だったら、もちろん証拠としてデータ

を提出したりするんですけど、保護者の方が見たいよと言った

ときにそこはもうきりがなくなるというところもあるので。 

●永谷委員：そこをどう交通整理していくかということが課題

だということですね。 

●大城課長：そうですね。今一番課題になっているところです。 

●永谷委員：部長さんがおっしゃったみたいに権利擁護委員会

に申立てがあって、我々が代わりに見ることになるのか。 

●加藤部長：プライバシーというところからすると、たくさん

のこどもたちがもう映っていると思うんですよ。そうすると、

それを見せるために、トリミングしたりいろんなところをモザ

イクかけて、そこの見たいところだけを提供しなくちゃいけな

くなるんですね。保護者に関しては。警察にはすべてを公開し

ていいんですけど。消すという作業はすごく大変な作業になっ

てくるというのは想定もされるのでちょっと簡単に保護者の

方から見せてください、どうぞ、というわけにはいかないとい



うふうに教育委員会の方、考えていてというところで、1回ワ

ンクッション置こうとすると何がいいかっていうと、この会議

が一番いいんじゃないかなというふうに考えています。 

●永谷委員：そういうことですね。ちなみに更衣室とトイレの

前に付けたんですか。 

●大城課長：廊下です。廊下で人の出入りが映るように。例え

ば隠しカメラを設置するためにトイレの中に入ったり出た

りっていうところを確認するため。 

●永谷委員：30日ぐらい保存されるんでしょうか。 

●大城課長：そうですね。保存や映すことができているかどう

かの確認を1か月ごとに教育委員会が校長や教頭の立ち合いの

もと確認をします。 

●永谷委員：これからということですね。どういうふうに使っ

ていきましょうというのはこれから話し合って決まっていく

んですね。 

●大城課長：とはいえ4月からもう始まっていくということは

決まっているので、もう急ピッチに確定をさせないといけない

というところで、今、教育委員会の方では、すごく急いでやっ

ているとは聞いています。 

●永谷委員：ただ基本的に閲覧をしないわけですから、要する

に保護者から見たいですとか、何か確認する必要が出てきたと

いうときに、どういうときに確認するのかというそのルールが

まだはっきりしてない。確かにこどもの権利にも関わる問題な

ので、この委員会は関係してくるでしょうね。わかりました。 

●大城課長：他に何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

●星委員：永谷先生にお聞きしたいんですけど、保護者がもし

見たいと訴えてきたら、法律上答えなきゃいけないものなんで

すか。必要に応じてだと思うんですけど。お断りとかできない

んですか。 

●永谷委員：閲覧する権利というのは多分ないと思いますね。

市民には権利としてはないと思いますね。 

●星委員：余程の法的な事情がない限りはお控えしていただけ

るって感じですか。 

●永谷委員：ただ、とは言っても、文書開示命令とかそういう

制度がありますよね。それと同じで市民の税金を使ってやって

いることなので、それをどこまで皆さんに公開するんですかと

いうのは、やっぱり検討されるべき事柄ではあるので、その辺、

線引きをどうするのかというのは難しいでしょうね。しかも全

国初。その辺をどうしていくのかというのは非常に難しいで

しょうね。あり得るのは警察。それから、裁判所からの開示命

令というのもあり得るかなと思うんですけど、それはもう協力

するだけですので、それはいいと思うんですけど。保護者なり

児童生徒が求めてきたときにどうするのかと言うのが一番難

しいですね。 

●加藤部長：先生が言われるように、映像の所有権は教育委員

会、市にあると思うので、見せてください、どうぞということ

にはならないとは思っているので、お断りもできると教育委員

会は考えているんですけど、でもそうは言っても、保護者の方

はそういういじめということが、あったかなかったかという確



認が取りたいとなってくると、やっぱりその辺は、どうしても

保護者の心情もあるものですから、うちの方もなかったよとい

うことが証明できれば一番いいなとは思うんですけど、見てみ

ないと信頼をしてもらえない状況になっている可能性もある

ので、そこをじゃあどう納得いってもらうかというところと、

永谷先生からご紹介ありましたが、情報公開条例というのがあ

るので、それに則って情報公開してくださいというような訴え

が出てくると、市の方としては、見せるところは公開できます

というような、そんな形になってくる。情報公開条例にのっ

とって請求されて公開するというのも、うちの方もすごく、映

像を加工して出さなくちゃいけない。すごく大変なことになっ

てくる。しかも設置台数がすごくたくさんあるので、あれもこ

れもそれもと請求はできるので、それを請求されたときはまた

本当に大変なことになりかねないことがある。できるだけ保護

者の方に納得がいく方法を事前にさせていただければ一番い

いのかなあというようなところで、先ほど僕がご提案している

ことができる範囲のところかなというようなところです。 

●星委員：となるともう設置目的は「盗撮を目的とした」とあ

るけれども、実際は汎用性かなり広いですね。 

●加藤部長：そうですね。いじめ、虐待のところの方が、いろ

いろと運用面では出てくるのかなあと思います。 

もうカメラを設置してこういう盗撮事案がなければ、それはそ

れでこの設置目的は達成しているんですけど、映像を取ってい

る以上、それを見せてくださいというところは出てくるかなあ

というようなところです。 

●村上委員：今、名古屋市でこどもの人権を守るということで、

実際に各小中学校にカメラを設置するかどうかという検討が

始まったという、まだその時点なので、みよしは本当に早く行

動を起こしていらっしゃる自治体だとは思うんですけど、この

撮影データの保存期間30日という括りはどこから来たのです

か。 

●大城課長：この報告書のプロジェクトチームとか、あとは今

イギリスではもうこういうのをされているんですけど、そう

いったことに詳しい方ですとか、そういった方のご意見をお聞

きして、概ね30日が妥当ではないかという意見を受けて30日で

提案させていただいているというような形になっています。 

●村上委員：例えばこどもがいじめられている本人だとして、

それを周りの大人に言語として発するまでの期間が、もしかし

たら半年とか1年とかかかる可能性はありますよね。その時点

では、初めて言語化できて、さかのぼっていくともう半年前か

ら起きている、そのときにはもうデータがない。ということも

やっぱり考えられますよね。そういう場合はどうされていくん

ですか。 

●加藤部長：基本的なところのスタートが、これを予算化した

ときは7日間、1週間というところからスタートしています。予

算上の問題でそうなったのか教育委員会が7日間あれば十分だ

という判断だったのかというのは聞いていないのでわからな

いですけど、7日間だというところを、プロジェクトチームの

方に協議してもらったら、やっぱりそれは短過ぎると。最低で



も30日ないと、先生が言われたようにこどもからいろいろ訴え

たときに、まずは何もなくなってしまう、というところから3

0日だろうと。プロジェクト委員会の方も、これだけの台数が

あって半年とか1年とかということを記録として残していこう

とすると、金額がすごく膨らんでくるのでそれもちょっと考え

ていただいて、できることなら長い方がいいんですけど最低3

0日というような結論を出していただいたので、今回は30日か

らスタートしましょうというところに今落ち着いているとこ

ろです。いろんなところのご意見、特に今、保護者、こどもの

方の意見も伺ったところで、その中にも村上先生が言われるよ

うに、30日は短い、特に夏休みが終わって、こどもが何か訴え

ても、もう消えていますよねと、市長にもそういったいろんな

ご意見いただいて、半年か1年がいいんじゃないかというよう

なところなんですけど、単純計算で、3倍、6倍と予算はなって

いく。ハードディスクもまた容量があるんですけど、定期的に

やっぱり交換しなきゃいけないものでもあるんですね。1回設

置したら、例えば20年もたないので、5年か10年ぐらいで交換

していくということも考えると、なかなか半年間の予算をここ

につぎ込むというのは、現実的じゃないというようなところも

あって、最低限の30日からスタートしましょうというようなと

ころなので、また次の更新とかご意見等々いろんなことがある

中で、60日とか180日まで増える可能性はあるんですけど、今

のところは30日でスタートを切らざるをえないような状況と

いうところです。もともとのところが抑止というところがス

タートなので、多分7日間というところで、見る想定はあまり

してなかったんじゃないかなというところも考えられます。

ハードディスクの中にデータを入れて、1ヶ月ごとに取り出し

ていくという方法もあるんですけど、すごい容量が入っている

ので、取り出すにまたすごい時間がかかる。 

ということなので、簡単に伸ばすことができないようなところ

で、抑止というようなところにどうしてもなっていってしまう

ので、何か活用しようとしたときは、村上先生が心配されるよ

うに、データないですよということも想定はされるということ

は教育委員会の方も考えています。 

●村上委員：こどもが小さいときは、やっぱり大人のこどもを

見る目も多いので、こどもの変化というのは大変気づきやすい

ですし、いじめられなくても僕いじめられた、というケースの

方が多く、年齢が低くければやっぱり30日ぐらいというのはい

いんですが、年齢によって施設によって期間を、一括で30日

じゃなくて中学校はちょっと長めにしていくとか。思春期の頃

のこども自身もやっぱり心の成長とともに、いろんなプライド

を持ち始めたときに、弱いところを親にも見せたくない年齢に

なっていく。そういうところというのは自分で隠していく可能

性があるので、施設で保存期間を変えるということも1つの工

夫なのかなとは思います。実際に今、私自身が大学生と向き

合っていて、やっぱり中学校のころの経験で、この子の性格そ

んなに変わるんだというような経験もたまたまあったので。学

生を見ていて二面性を感じるなと思ってずっとしゃべってい

くと、実はすごく明るかった。でもやっぱり思春期の頃にいろ



んな経験をして、今このようになったというようなことを、保

護者の方とも話をすることができて、思春期のころの経験はい

ろんな意味で、人格形成に影響していく年齢なので、そういう

ときは隠すと思います。一律に30日ではなくて、年齢であった

り施設であったり、変わってもいいんじゃないのかなとは思い

ます。もちろんお金のことはとても大事なことだと思います

が。 

●加藤部長：そういうことも含めて、これで終わりじゃなくて

スタートなので、先生からご提案があったこともできるように

伝えていきます。 

●大城課長：他に何かございますか。 

●永谷委員：この報告書だとカメラ以外にもいろいろと提言が

ある。２０項目というのも、定期的にチェックしていくみたい

なこと書いてあるんですけど、そういうのも全部ひっくるめて

この委員会で報告を受けるという感じになるんですか。 

●大城課長：今、教育委員会の方に市長部局の方から報告して

くださいということを依頼するんですけど、それを受けた内容

の中で、その1つ1つ全部ということではなくて、大枠でという

か、気になることがあれば特にですが、これは順調にちゃんと

されていますとか、まだここは不十分じゃないかとかそういう

ことがあるようでしたら、特にご意見を伺いたいところではあ

ります。報告を受けた後で、また、こちらから委員会にご報告

という形になります。 

●永谷委員：年に1回ぐらいそういう報告があるわけですね。 

●大城課長：内容によって早めに報告してもらうこととかもう

少し期限を長めに設定しているものもありますので、その報告

の期限に間に合っているものについて、そのときの直近の委員

会で、ご報告させていただくような形をとれたらと思っていま

す。 

●永谷委員：この委員会は年２回開催か。 

●大城課長：何もなければその予定です。 

●永谷委員：半年に1回ぐらい、何かご意見ありますかという、

そういう機会があるということですね。 

●大城課長：はい。 

●加藤部長：まずはもうプロジェクトチームから報告書が出さ

れているので、この令和8年3月31日である程度いろんなものが

出てきます。最初でほぼほぼ、いろんな回答はあって、そのあ

とは定期的に、例えばアンケートとりました、アンケート結果

はこうでしたとか報告がある。アンケートはこれに特化したも

のじゃなくて全体的な中のアンケートで済ましている部分が

あったので、それはちゃんとやりましょうというのがこのプロ

ジェクトチームからのご指摘でもあるので、そのアンケートを

とったら、こちらの方にアンケート結果が出てくるということ

なので、2年目3年目が来るとそんなに大きな議題というわけで

はない。来年8年度の第1回目がちょっとボリュームが大きい回

答が来るかなと思っています。年2回でいいかなと思うんです

けど、これもボリュームが大きければまた3回、4回とふやさな

きゃいけないかなとは思いますけど、予定では今大城が言った

通りです。 



●村上委員：全く話が変わりますが、学びの森は三好池のとこ

ろですよね。そこは、すでに心理士の先生いらっしゃるのか。 

●加藤部長：いるはずです 

●村上委員：教職員の相談件数が多いと書いてあるんですけ

ど。相談件数で児童生徒が92件で、保護者が3件、教職員が123

件。その123件の教職員というのは、学びの森に行って、こど

もに関して相談をされていらっしゃるのか、ご自分の相談をさ

れていらっしゃるのか。このあたりも、教職員の犯罪と繋がっ

ていくのかなと思う。 

防犯カメラもすごく大切ですけど、教職員の心のケアという

か、相談に行かなくてもあそこに行くと話を聞いてもらえる、

何かカウンセリングの先生、心理士の先生がいらっしゃって、

仕事の面であったり、保護者対応であったりということを相談

できる。として行っているのか。 

●加藤部長：学びの森にいかなくても、学校である程度そうい

う相談ができるようにすると教育長は言っていた。教職員の心

のケアもすごく心配していたので、教育委員会としては学校で

できるような体制というのを組んだと思います。あまり学びの

森まで行ってというのは実際はないんじゃないかと思います

が、確認しておきます。 

●村上委員：教職員123件。非常に多い。21ページのところで

す。これは学びの森で、ではないのですか。 

●大城課長：これは事件後なので、増強して、学校でソーシャ

ルワーカーとスクールカウンセラーをふやして、先生とか、希

望する生徒の相談を受けていた。特に先生の方は手厚くやられ

ていたということは聞いています。 

●岡田副主幹：（ア）から（ウ）までのそれぞれの中学校と学

びの森の3ヶ所で、日にちを変えて、増員してやったところの

最終的の件数として、（エ）の件数、ということだと思う。 

●村上委員：スクールカウンセラーは心理士か。 

●大城課長：心理士です 

●村上委員：今、小学校中学校にもスクールカウンセラーがも

う配置されている？ 

●大城課長：常勤ではないが、決まった曜日の時間に配置され

て、予約制だと思うんですけど、希望の時間で相談を受けてい

ると思います。 

他に何かございますか。 

●永谷委員：この委員会はこどもの権利に関する申し立てが

あったときに、初めて機能するじゃないですか。ただ、どこま

で周知されているんだろうと思うところは多分にある。特にこ

どもたちなり保護者なりがどこまで認識していて、こういうふ

うに申し立てをするんですよというところが理解されている

のかというところが、今ひとつよくわからない。果たして本当

に申し立てがあるのかと思わないわけじゃない。そのあたりど

うお考えですか。 

●大城課長：今、こどもの権利に関するパンフレットを出して

いるんですけど、その中でも相談する窓口をいくつか挙げてい

て、並列のような感じで、こどもの権利擁護委員会というのも

同じところに、挙げてはいるんですけど、実際に今相談したい



とかということがあったら、きっと相談担当課にまず行く話に

なってくるのかなとは思っています。あと、こどもの権利擁護

委員会に対する相談というラインがあまりないのかなという

のが今実感です。こども相談課であったり、教育委員会の方で

も相談の受け付けをしているので、その中で、どうにも納得で

きないとか、そういうのがあったときが申し立てになるのかな

というところは今思っているところです。 

●永谷委員：こどもの権利擁護委員会の仕事はこういう仕事で

すよというところが、私自身も全然理解していないんですけ

ど、実際どんな申し立てがあるんだろうとは思っている。 

実際に児童虐待みたいなものは、児童相談所だったり、児童課

を通じてそういうルートでいくから、この委員会関係ないんで

すよね。あとはいじめとかそういうのは、どちらかというと教

育委員会マターになるので、そういうものがここに関わってく

ることも多分ないだろうと思う。例えば校則とか、そういうも

うこどもの権利を不当に制圧しているんじゃないかみたいな、

そういう意識の高いこどもがいて、ぜひご意見を伺いたいと申

立てしてくれば、それは喜んで、我々としても調査をする。実

際どういうものがここに来るんだろうと、ちょっとぼやっとし

ているところがある。ぼやっとしているだけに、やっぱり保護

者にもこどもたちにも、この委員会の役割というかこういう委

員会なんですよというところがなかなか伝わらない、理解して

もらえないんじゃないかなという気もするんですけど。その辺

をもうちょっとはっきりさせて、こういう相談があったらぜひ

ここに申し立ててくださいみたいに、ちょっとはっきりと示し

てあげないと多分ずっとないんじゃないかなという気がする。

今度10月にお話する機会をいただいたので、もうちょっと何か

具体的なイメージがわかってもらえるようなお話をしてこよ

うかなとは思っている。 

●大城課長：窓口がいくつもあるだけに、どこでもいいし、こ

こに行ってもここに行っても、結果はあまり変わらないかなと

いうイメージが相談をする側としては思うのかなと。自分に近

い位置のところの方が相談しやすいとかそういうのもちょっ

とあるかな、というのは思います。 

●永谷委員：具体的な事案というよりも、こういう制度でいい

んですかとか、こういう配慮がなされてなくていいですかみた

いな、どちらかというとそういうのがふさわしいのかな。市長

さんちょっと見なおしてくださいと意見すれば、活かされやす

い。そういう役割なのかなとちょっと思ったりした。 

校則を見直してくださいみたいなのが一番、うってつけかなと

思ったんですけど。 

何か問題提起をしていただかないと我々が動けないので、ぜひ

活用していただきたいなと思うんです。 

こども会議の意見なんかも、ちょっと面白いかなと。こども会

議の中から例えばこっちに繋いでもらうとか、そういう枠組み

なんかもあるかもですよね。ぜひいい意見だから、こっちで申

し立てしてみたら、みたいに誘導してもらえば、それを我々が

吸い上げて、市長さんに報告するなり何か、そういう役割には

立てるかもしれません。 



●大城課長：来年度もまたこども会議も、大分回数もふやして、

やっていこうと思っているので、そういったこともちょっと取

り入れつつ、制度的なものだったりとか、そういったものが

テーマとしてあれば、取り入れていきたいと思います。ありが

とうございます。 

よろしいですか。 

では以上で本日の議事を終了したいと思います。 

それでは皆さんご起立ください。 

一同礼 

ありがとうございました。 

 


